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か，時代の思想性，異本の問題に言及してし、く。『扶桑略記』は『日本紀略~ w 日本書紀~ w続日本紀』を用いての





















定まっている感がある。本論文にいたるまでに，筆者は『平安女流作家の心象~ (和泉書院) w源氏物語の研究~ (望
稜舎)を上梓し資料としては『日本古代文学地名索引~ (私家版)，共編に『平安京の邸第~ (望稜舎) w 日本古代文
学人名索ヲ I ~ (全 4 冊，望稜舎)があるなど，広い立場からの研究を精力的に続けてきた。このような平安朝文学へ
の追究や，古代史に関する資料の整理という経過を経た延長線上に，このたびの学位申請論文『歴史物語の思想』が
存するといってもよいであろう。


































話の意義，兄兼通との確執など，考証や論理は明快で，説得力に富む内容となっている。さらに. W今鏡~ W水鏡~ W増
鏡』などについても，筆者の主張する歴史思想の観点から分析考察し従来の歴史物語研究にはなかった新鮮な切り
口と，随所になされる提言に賛同できる点も多い。
ただ，全体のバランスとして. W栄花物語』は九章からなるのに対して，後半の『水鏡』は四章. W増鏡』にいたっ
てはわずかに一章で終るなど，偏りが見られる。また. W栄花物語』の記事内容の分類にはややあらさがあり，続編
の考察にアーサー・セルボーの理論を持ってくるなど，新しい試みの成果の当否は議論の残るところであろう。『今
鏡』についても，畠山本と流布本との扱いにやや不満が残り，そこに見られる歌や芸能の記事についても，たんに政
治の才能の具としてすませることができるのか，取り上げられた意義をさらに探ってもほしかった。
もっとも， このような点は本論文全体の本噴的な意義を低めるものではない。個々の歴史物語の研究は深まりつつ
あるものの，その統一する思想としての物語の方法を考察した論として，学界に大きな影響をおよぼすはずである。
本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するに充分な価値を有するものと認定する次第である。
